
平成３０年１２月１１日（火）第５５５号 

■「地域の宝・岩木川を未来へ継承し、未来へ発信する」をテーマに
岩木川シンポジウムを開催 

 岩木川改修事業が１００周年という節目に、事業の足跡と水害の歴史を振り返るとともに、地域の宝である岩
木川を未来へ継承し、未来へ発信するために何が必要かを考える岩木川シンポジウムを１２月１日（土）、五所川
原市ふるさと交流圏民センター（オルテンシア）において、岩木川改修１００周年記念事業実行委員会会長 
佐々木五所川原市長はじめ約４００名（満席）が参加し開催しました。 
 ※当日は、大正7年12月1日に「内務省秋田土木出張所岩木川改修事務所」が開設し、国直轄による本格的な改修事業が始まった日から、ちょうど100
年目となります。 
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『記念プレートへメッセージ付の
津軽金山焼陶器を貼り付け』

    100th
Ａnniversary.

To 

岩木川の100年を振り返り、
地域の宝・岩木川の未来を考える

平成30年 
12月1日 

岩 木 川 改 修 1 0 0 周 年 記 念 事 業 
岩 木 川 シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 地域づくり相談室 〒030-0822 青森市中央三丁目20-38 TEL017-734-4529 

 シンポジウムでは八戸工業大学大学院 佐々木教授が「岩木川の歴史と改修の歩み」と題して基調講演を行い、
十三湖の水戸口突堤が岩木川の治水と津軽平野の発展の礎となった貴重な土木遺産であることなどを紹介しまし
た。 

記念ビデオ「現在を魅る津軽の郷“岩木川”」で岩木川の魅力を映し出した後、巖倉青森河川国道事務所長からは、
現在の取り組みとして岩木川河川整備状況を紹介しました。 

基調講演「岩木川の歴史と改修の歩み」 
八戸工業大学大学院 佐々木教授 

現在を魅る津軽の郷“岩木川” 
ビデオ上映 

■岩木川改修100周
年記念ビデオ上映 
青森河川国道事務所 
ドローン活用検討会アド
バイザーの請川博一氏
が総合プロデュース 
したビデオを上映。 
※請川氏はドローン空撮の第一
人者としてブラタモリなどのテ
レビ番組やＣＭの空撮を手がけ
ており、火口など人の立ち入り
出来ない場所の調査などでも
活躍してます。 

http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html
http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html


 当ホームページでは１００周年記念事業に関連する「各種イ
ベント情報（パネル展）」や「岩木川の改修の歴史」、「岩木
川改修１００周年記念ビデオ」などの情報が、閲覧できます。 

ホームページバナー ＱＲコード （ホームページＵＲＬ） 

http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html 

ホームページを開設中です！ 

現在の取り組み紹介 
青森河川国道事務所 

巖倉事務所長 

挨 拶  
五所川原市 
佐々木市長 

挨 拶  
東北地方整備局 

髙田局長 
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～オープニングアトラクション～ 
津軽三味線 

（五所川原第一高等学校 津軽三味線部 の皆様） 

■パネル展 
・岩木川改修事業に関する
パネル 
・岩木川の治水に関する石
碑全8カ所をマップ付きで紹
介 

挨 拶  
青森県知事（代読：青山副知事） 

■明治150年
の取り組み 
・明治４４・45年
の岩木川実測平面
図を特別展示 

■「地域の宝・岩木川を未来へ継承し、未来へ発信する」をテーマにパネルディスカッション 
 討議では、岩木川の自然環境や魅力を紹介し、東教授は、野鳥や魚類などの生態系ネットワーク、鹿田氏は、
岩木川やダムを軸としたインフラツーリズム、福士氏は立佞武多の海外派遣を通じた津軽圏域ＰＲなどを披露
しました。 
 魅力ある岩木川（津軽地域）ではあるが、一方では河川氾濫がたびたび発生していることから、防災の観点
から、小山内氏が自助共助公助の重要性、高村河川部長は、全国で発生した豪雨被害を振り返り、地域住民一
人一人がどんな場所に住んでいるかを知り、浸水の危険がある場所であれば普段から備えることを強調しま
した。 

コーディネーター  
東奥日報社弘前支社 編集部長 石鉢康範 氏 

コメンテーター  
八戸工業大学 大学院 
教授 佐々木幹夫 氏 

パネリスト  
特定非営利活動法人 青森県防災士会 
 代表理事 小山内敬子 氏 

パネリスト  
弘前路地裏探偵団 
 団長 鹿田智嵩 氏 

パネリスト  
五所川原市 観光物産課 技能技師 
 立佞武多制作者 福士裕朗 氏 

パネリスト  
弘前大学 農学生命科学部 
 教授 東信行 氏 

パネリスト  
東北地方整備局 河川部長 高村裕平 氏 

「地域の宝・岩木川を未来へ継承し、未来へ発信する」をテーマにパネルディスカッション 

第1部：岩木川を軸とした津軽地域の魅力 
   ～豊かな自然環境、観光資源、文化・伝統～ 

 活動を通じて、今の観光客のニーズは、単に有名観光地を巡るだけで
なく、「自分だけのオリジナリティーのある旅」が増えている。インフラ
ツーリズムは、そこに出来上がるまで背景（歴史）などその構造物の
「用・強・美」の裏側にある『物語』が観光資源となる。岩木川はポテン
シャルが高い。これからは、岩木川の地形や歴史的な変遷、昔の人々の
暮らしぶりから『気づきのあるツアー』を新たに作って行きたい。 

 ねぷたの成り立ちにおいて、北前船から運ばれた文化が岩木川を
上って影響を与えており、立佞武多の復活においても、河川敷で製作
させてもらい岩木川との関わりが深い。現在では、１２０万人超える人出
があり、海外でも運行し好評を得ている。また、現在、高校生の立佞武
多づくりを手伝いながら担い手の育成により、文化の伝承を図ってい
る。 

 岩木川流域は、りんご園・水田地帯・ヨシ原・野鳥など自然が豊かで魅
力があり、これらを強化し、生態系ネットワークを意識した地域づくりが
必要。 
 岩木川を未来へ継承するには、自然環境の保護と河川整備の両方の
観点から地域が連携し、未来像をイメージして議論していくことが重要。 

第2部：岩木川に対する安心・安全な地域づくり 
   ～防災・減災、自助・共助の重要性～ 

 恵みをもたらす岩木川にも、多くの災害がありましたが、これまで災
害ボランティアとして活動した経験から弱者（高齢者・障がい者・子供）の
心理を受け止めて寄り添う活動が必要。「誰かのために」「出来ること」
を支援。災害に負けない地域を目指して、自助・共助・公助を連携して実
践していくことが必要。 

■第２部 
 全国各地で記録的な豪雨が発生し、岩木川流域でも、いつ豪雨があってもおかし
くない。しかし、未だ治水施設の整備は途上である。 
 そのため、ソフト対策を進めることが必要。ハザードマップの周知・理解が重要。 

コーディネーターまとめ 

 我々が経験したことのある大雨については、堤防も出来てきておりあ
る程度対応出来ているが、今までに経験したことの無い大雨が全国で発
生していることから、自分の命を助けるため、避難経路や避難場所などを
年に１回くらいは家族・地域で確認すべき。小山内さんの活動と連携してい
くことが必要。 

 １００年という節目に、岩木川から享受している恵み（自然、伝統文化、水道、農産物等）を再確認し、災害をハード面
だけではなく、ハザードマップを活かすなど『川を正しく恐れる』という考えた方も必要。 

コメンテーターまとめ 

■第１部 
 全国（コウノトリ）と東北（大型水鳥類等）の生態系ネットワーク
の取り組みを紹介。生態系ネットワークを通じて、ブランド化や観
光、国土保全などにより地域の魅力・活力が生まれる。 

http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html
http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html

